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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日説明する内容は、まずJANSIの紹介を少しさせていただき、その後、福島第一事故の教訓を踏まえてJANSIが目指す人材育成について説明し、後半には、現在取り組んでいますリーダーシップ研修プログラムの整備・試行状況について説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIは、福島第一事故の反省に立ち、二度とこのような事故を起こしてはならないという原子力産業界の総意に基づいて、事業者から独立して強力に原子力安全を牽引する組織として2012年11月に発足しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
我々のミッションは、日本の原子力産業界における世界最高水準の安全性の追求、たゆまぬエクセレンスの追求であります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島第一事故は、ベントや水素爆発などによって広範囲の住民避難や食物の摂取制限、また電力供給の支障やエネルギー需給バランスの変更、さらには海洋汚染に対する懸念や海外諸国のエネルギー政策見直しなど、国内外に極めて大きな影響を及ぼす結果となりました。

我々は、原子力の有するこの潜在的な大きなリスクを強く認識し、常に社会的責任を意識しながら「原子力安全を最優先する組織文化」を創っていかなければならない、と考えています。
 
このためには、ガバナンスを効かせたリスクマネジメントと、そして、各階層で中核的役割を担うコアとなる人材の育成の二つの課題が浮き彫りとなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このマネジメントシステムの構築は、各事業者がそれぞれ組織の特徴（個性）に応じて、創っていくべきものと考えております。
一方、このシステムを運用する意識（すなわちマインド）の醸成につきましては、事業者の組織文化を超越する共通基盤でありますので、
JANSIはこの強いマインド、リスクマネジメントシステム運営のコアとなる人材を育成することに重点を置きたいと考えております。

ここで言う「人材の育成」とは、
・原子力安全を守るための重要な思想である“深層防護”の深い理解を知識としてしっかり持ち、
・めったに起きないが一旦起きてしまうと深刻な事態を招いてしまうリスクに対して研ぎ澄まされた感性を持つ能力、
・そして万が一の緊急事態には、的確・冷静に対応できるための経験を備えることです。


RFNREEHREXTAOITHEGNE

B (non-technical skill)

g2
X -~ s
%
3
F
F
=
i3

JANSI 23t 7R Al
RERBEDMIER. )—F—vT.
RERRDHEHA . FEHIZ2 = —
Ay, BT REE BEYRY
DR, FRHIWIBIEE

—F—=v7
PR H - R
HEEE. EHEE
R Gl

A ik

————————————————————————

)—5—y THHEDE T

N e ——————————————— - -

N5 - BB (Technical skill)

------------------------

AMEIEE: - EERIR1F
BRI IEDERE
REOBE-EIA
(r-7VOREAHF)
Yo T)oT -9 BE

EEREE, RETH
BSHR-LFEE
R EE €

————————————————————————

BEHARS1O DER

N o -

Copyright © 2014 by Japan Nuclear Safety Institute. All Rights Reserved.

—prtEEAN BRFHRSHERS

Japan Nuclear Safety Institute


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原子力安全を確保するために必要な力量は、「重大事故等発生時」および「平常時」の各々のフェーズに対して、強いリーダーシップで安全を守る「意識」と、平常時から深層防護を深く理解し、非常時にあっては縦横無尽に設備を操る「知識・技量」の2つに整理され、これらが相乗して初めて想定外の事象にも対応できる人材の育成ができると考えています。

意識面の力量については、JANSIが主体的に、必要な力量を洗い出しそれに対する「気づき」を得られる場として、リーダーシップ研修を順次企画・実施しています。

一方、知識・技量面の力量は、事業者が自社の設備・体制の特徴に応じて育成すべきものであり、JANSIは基本事項を共通の指針として提示し、各社の状況を適宜確認する仕組みが良いと考えています。
現在、JANSIでは運転責任者判定や保全技量認定を通じて、これらの力量のごく一部を確認していますが、知識・技量面の力量を網羅的に確保する仕組みとはなっていないため、海外の事例や各社の現状等を参考に、運転・保修などの分野ごとに業務遂行に必要な知識・技量の育成に関して、日本独自の設備・体制を踏まえて指針化していく必要があると考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIでは経営層から管理者層に至る各職位に対するリーダーシップ研修プログラムの整備を進めています。当面は危機管理、緊急時対応に重点を置き、福島第一事故を追体験し原子力のリスクを適切に管理するための研修を計画的に企画・試行してきました。

研修プログラムの構築に当たっては、危機管理を専門とする外部機関（消防、自衛隊、航空、鉄道など）の専門家の意見や訓練施設の活用など、原子力業界の外からの視点を入れてプログラムの開発を進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各階層に要求されるリーダーシップの能力は異なります。すなわち、社長にはそれぞれの組織に対する安全のコミットと同時に、皆同じ船に乗っているという安全に係る価値の共有が重要と考えています。
これに対して、現場の第一線の課長クラスには、良きリーダーであり、チームビルダーであると当時に、発電所長の良き補佐役を期待されています。
このスライドは各階層に要求される研修のコンセプトをまとめたものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社長研修では、原子力安全に対する価値を社長間で共有することから始めています。
これまで、社長同士が互いに原子力安全に直接関連する課題だけで自由に議論する機会は無かったことから、安全文化やリスクガバナンスなど原子力安全に関するタイムリーなテーマを選定して議論していただいています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発電所長は重大事故の際に現場で陣頭指揮をとり、最終決断をしなければならない重い責任を有しています。
また、経営層とも緊密なコミュニケーションが必要であり、高いストレス下の現場で部下を鼓舞しなければなりません。
そこで研修では、事故当時の所長・当直課長などの体験の共有、事故進展・対応状況の振り返りによる指揮者としての課題抽出、課題に関するグループ・全体討議を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重大事故発生時における所長への補佐能力を強化するため、緊急時対策所の班長クラス（課長クラス）を対象に、消防組織の訓練施設・ノウハウを活用して、リーダーシップ、組織管理等の意識面の能力向上を図ることを目的とした研修を実施しています。
研修を通して高ストレス下で任務を遂行することの困難さ、コミュニケーションの重要性、自らの資質の足りないことを認識し、指揮統括能力の向上を図っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運転当直課長には、重大事故時に中央制御室でプラントの機能維持に全力を尽くす極めて高いストレスがかかることが福島第一事故の経験から判明しています。
また、当直副長は当直課長を補佐し、運転員をまとめる重要な役割を担っています。
このため、JANSIは対策本部や部下とのコミュニケーションスキル、ストレス管理を中心とした研修カリキュラムを策定し、プロの役者を交えたロールプレイングによる実践演習で意識面の力量向上を図っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当直課長・当直副長研修は、知識・技量面の力量を確認する運転責任者判定との連携・スパイラルアップを図ることにより、想定外にも対応できる原子力安全のコアとなる人材の育成を目指していきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修成果についてはJANSIが確実にフォローすることとし、成果の報告・ベンチマークの機会として、例えば国際ワークショップを開催するなど、PDCAを回す人材育成システムの構築を目指しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは昨年、発電所長研修の成果のフォローアップとして開催した「緊急時対応のリーダーシップに関する国際ワークショップ」の状況です。
海外の8か国、11名の専門家をお招きして、先進的な取り組みをベンチマークする機会となりました。


) —F —yTHHED R D T7+0—(3/3)

<BHERR D 7 17 - 3148 >

LEREFHEDH AABIUEHTD
~ (#9485 8 0D SR 15 — BFA 1 0D FTHAT 1)
RONhBHE L TICIYELY
m)—F—vT o "
B JSa=/7—l3av =
" READEH o P ), (2)
m {28 T P | AAEEEET ANERE: L
m ERIEOMR 2 13 smTEb:mE £ T ERE - 4 £
B RE-THOLEL— Q S
m EEHMH & |3
mO—FUY < e :
00 L @
LREONBICELT, BHE | EAEET . ARAREE: AL
1HAFIEEUIHhARIZ. U B TERE R . EBFEE-IET
BHELE A AB EUE TS B
TUr—MRE
ET | AAONE > AL
(BEDEIE) f
—EEA RFHAREHEGS S

17

Copyright © 2014 by Japan Nuclear Safety Institute. All Rights Reserved. Japan Nuclear Safety Institute


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、研修成果の分析・評価についても、試行をしています。
これは、当直課長研修の例ですが、
当直課長に求められる8つの力量に関して、研修１カ月前および３カ月後に、研修生本人およびその部下からアンケート調査し、研修前後の評価値の差分をプロットしたものです。
本人評価の向上は「意識」の変化を表し、部下の評価の向上は「行動」の変化と説明できます。
この例は、本人の意識は向上していますが、部下には行動として認識されていないと評価されます。
このような評価は試行段階ですが、我々の研修を評価し、改善を図るうえで重要と考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIでは、５か年計画に基づき計画的にリーダーシップ研修の整備を進めており、平成29年度には、お手本としております米国のINPO（原子力発電運転協会）のリーダーシップ研修プログラムの大体半分程度の規模ということになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで研修を試行してきた中で、見えてきた課題としては、
・あってはならない重大事故のために研修を行うわけですが、現実感の乏しいめったに起きない事象の研修に、如何にリアリティを持ち込むか？
・生命・生存の危機にさらされた高ストレス環境の中で、如何にしてモチベーションを高め、回復力（レジリエンス）を創り出すことができるか？
です。

これらの課題を研修プログラムの中に取り込み、“気づき”、“教育”、“疑似体験”、“現場実践”のサイクルを廻しながら、理想のリーダーを育成していきたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴、有難うございました。
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